
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月  令和６年５月２８日 原市南小学校 保健室 

～おうちの人と一緒に読みましょう～ 

 「鬼の霍乱（かくらん）」ということわざがあります。「霍乱」とは熱中症のような症状が出ることで、

体が強く健康な人も、夏の暑さにはかなわないことを表します。今年も夏が近づいてきました。軽い運動

で少しずつ体を暑さに慣らし、十分な睡眠とこまめな水分補給を心がけ、元気に夏を過ごしましょう。 

これからも毎日歯みがきをして

健康な歯を守ってください 

間違えた人も、「答え」を読んで生活

の中で実践しましょう。歯のクイズ王

をめざして、何度でもチャレンジ！ 

https://1.bp.blogspot.com/-p-uo7OlzhfI/WwofUxLCEUI/AAAAAAABMYM/zNzqk3LreToHvM9JGpFcRLBAbpfpGPG8ACLcBGAs/s800/tooth_ha_mushiba.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 口を直接つけて飲んだペットボトルの緑茶を常温で２時間置いたところ、計測不能なほど

バイ菌の数が増えすぎた・・・という実験結果があります。見た目やにおいに変化がなくて

も、一度開けて口をつけたペットボトルの中にはバイ菌が入ってしまい、時間が経つとどん

どん増えていくのです。 

 

 

 

また、直接口をつけなくても、一度開けたペットボトルには空気中を 

ただようバイ菌が入ってしまうので、同じように注意が必要です。 

 

腐ったものを食べると食中毒になる 

 腐ったものを食べて下痢をするのと「食中

毒」は別の話。「腐敗」はどんな細菌がくっつ

いても起こり、食品は変質してしまいます。

一方、「食中毒」を起こす細菌は限られていま

す。それらの菌がくっついても味や色、臭い

が変わらないので、気づかないうちに食べて

食中毒になることがあるのです。 

生野菜では食中毒にならない 

 食中毒の原因菌が増えるためには、次の３つ

の要素が必要です。 

 

 

 原因菌は、食品そのものを栄養にして、食品

中の水分を利用し、１０～６０℃の環境でどん

どん増えます。つまり３つの要素がそろえば生

野菜でも食中毒は起こるのです。 

①栄養 ②水分 ③温度 


